
Social Impact Day ｜2019.07.02. 株式会社Rehab for JAPAN CEO 大久保亮

社会的インパクト評価を
事業改善等に活用した実例と意義



大久保亮
株式会社Rehab for JAPAN代表取締役CEO

・作業療法士/政策学修士
・社会起業家
・新卒から8年ほど現場で働いてました。
・今はインターネットを使ってデイ
サービス向けの方々にリハビリ支援
サービスをしています。



持続可能な超高齢社会に必要な３つのキーワード
本日お伝えしたいこと

#持続可能性
#テクノロジー
#統計



支える介護から自立支援介護へ

介護業界について

#介護報酬改定



厚生労働省（2017）高齢者の自立支援に質する理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の活用.

現場の課題

40,000
/44,000事業所

リハビリ職不在率

業界の流れに現場が追いついていない
リハビリ専門職がいないデイサービス



サービス

デイサービス向けリハビリ特化型SaaS
デイサービスの個別機能訓練加算ソフト

⽉額29,800円/事業所

6

その１︓個別訓練計画書が簡単に作成できます。
その２︓リハビリプログラムを⾃動提案します。
その３︓リハ専⾨職以外でもリハビリが実⾏でき

るようになり、加算が算定できます。

解決できること

職種を超えたリハビリ介護を実現する
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高齢者の
リハビリサポート

17,716
人



新しく作成された
リハビリ計画

35,097
枚



ICF（国際生活機能分類）モデルという
多面的な考え方の枠組みを持つことで、
介護の幅が広がる

WHO（2001）「国際生活機能分類」（ICF：International Classification of Functioning , Disability , and Health ）

人が生きることは
全てが全てと
影響し合っている
#1,500種類

健康状態

心身機能
身体構造

個人因子

参加活動

環境因子

生
活
機
能

背
景
因
子



なので、「最適解」を一瞬で
見つけ出すのは極めて難しい
テクノロジー×統計



社会
課題

• デイサービス施設における介護⼈材（リハ専⾨職）の不⾜
- デイサービス利⽤者数2百万⼈に対してリハ専⾨職約4300⼈

• 介護現場の労働⽣産性向上、介護の質の向上

受益者 デイサービス利⽤の⾼齢者 顧客 デイサービス事業所

受

顧

：受益者への提供価値

：顧客への提供価値

活動 アウトプット 初期アウトカム
（1年以内）インプット

事業活動 「リハプラン」の
提供ヒト

モノ

カネ

機能訓練
加算の獲得
（未加算事業所）

事業所の
経営改善

機能訓練の
質の向上

健康寿命の
延伸

介護給付費・
医療費の適正化

ADL等の
維持・改善

業務効率の
向上

顧

•作業療法⼠などのリハ
専⾨職が不在でもリハ
ビリ実⾏可能

顧

顧

受 受

•作業療法⼠の知⾒を体系
化したリハビリプログラムの
⾃動提案
• リハ専⾨職不在でも、担
当者の知識差によらず、質
の⾼いリハビリプログラムを
提供可能

• リハ専⾨職以外には作成
が難しい個別機能訓練計
画書の⾃動作成

製品 デイサービスの個別機能訓練加算ソフト
- 個別機能訓練計画書の⾃動作成、リハビリプログラムの⾃動提案

介護度の
維持・改善

受 受

従業員の
労働環境の改善

中期アウトカム
（2〜3年）

⻑期アウトカム
（4〜5年）

離職率の
低下

顧 顧

•残業の減少

事業所収益増

⼈件費等の費⽤減

ADL維持改善加算
事業所収益増

採⽤費⽤減



介護に関わる全ての人に、
夢と感動を。

私たちのミッション

その先にあるもの


